
令和元年９月 SSH 活動記録 

 

球陽 SSH講座－生物－（2019.9.6.金） 

 

 

写真１：球陽 SSH講座の様子 

 

サイエンスダイアログ（2019.9.10.火） 

 

 

写真２：サイエンスダイアログの様子 

 9 月 6 日に本校視聴覚室で球陽 SSH 講座－生物－を

開催しました。今年度も琉球大学大学院教育学研究科

から杉尾幸司氏に来ていただきました。講座は「生物

進化とは何か？進化をめぐるさまざまな誤解と正し

い理解」というテーマでお話頂きました。まず、「弱肉

強食」という言葉が自然界の仕組みを本当に指してい

る言葉なのか、生徒たちに質問しながら自然界におけ

る「強い・弱い」とは何を指すのか、「進化」とは何な

のかを紐解いていきました。 

 参加した生徒たちからは多くの質問がありました。

「そもそもなぜ性が分化したのですか？」「有性生殖

も単為生殖も行う生き物は、なぜその繁殖方法が切り

分えると思われますか？」など、かなり本質的な質問

や自分たちの研究に関連させた質問が飛び交い、生徒

たちの興味関心度の高さがうかがえる講座となりま

した。 

9 月 10 日に国際英語科を対象にしたサイエンスダイアロ

グを本校体育館にて実施しました。講師として九州大学大学

院工学研究院から PhD. Karthikeyan Sekar氏にお越し頂き

ました。Karthikeyan Sekar氏は薬剤廃液処理のための可視

光誘導型光分解触媒の開発を研究しており、今回はその研究

内容も含めて「Wastewater to clean water」というテーマ

でご講演いただきました。 

とても情熱的な先生で、研究内容はもちろんのこと、ご自

身の夢や夢を実現するためにどうしていけば良いのか、熱い

メッセージを送って頂きました。「Take risk don7t get 

deterred on your failures...Fight back until to reach 

your destined place/goal」この言葉のように、球陽生は、

色んなことに挑戦して失敗しても諦めず、学びながら前に進

んでいける人間であってほしいと思います。 



SS 理数探究Ⅱ 中間報告会（2019.9.11.水） 

 

 
写真３：中間報告会の様子 

 

第 2回 運営指導員会（2019.9.11.水） 

 

 

写真４：運営指導員会の様子 

9 月 11 日に本校理科室・理科講義室にて理数科 2

年生による SS理数探究Ⅱの中間報告会を開催しまし

た。本会はこれまで SS理数探究Ⅱの中で取り組んで

きた研究中間成果をポスターにまとめて発表するも

のです。今年度から、本校中学生や県内の理数科の先

生方だけでなく、近隣中学の中学生も招待して、多く

のオーディエンスの中で報告会を行いました。今年

度の研究テーマは 37テーマと多岐にわたり、生物分

野で化学的なアプローチをしたり、化学分野で生物

的なアプローチをするなど、学際的な研究分野が増

えていることが特徴的です。2年生は物怖じせずに多

くの方々とのディスカッションを楽しみ、報告会を

通して、自分たちの研究上や表現上の課題など多く

の点について気づきを得た様子でした。まだまだこ

れからなので、生徒の皆さんには、次の 12月の発表

会に向けてこれからも頑張ってほしいと思います。 

9 月 11 日に本校ラボ室にて第 2 回の運営指導委員

会を開催しました。本校 SSH の指導にあたって頂い

ている琉球大学副学長の木暮先生をはじめとした運

営指導委員の先生方と本校 SSH 研究開発部や理科・

数学の先生方を交えて、SSHの活動報告や中間報告会

について議論しました。 

中間報告については「自分の研究を自分の言葉で

語ることができ、積極的にディスカッションできる

姿勢がとても素晴らしい」という評価を頂きました。

しかし、個別的な研究内容で見ると、目的の焦点化が

甘いところがあることや、思い込みによる仮説を無

理に立証しようとせず、先行研究などを丁寧に読み

込むなどの丁寧さが必要なグループも見られたよう

です。大学の先生方から頂いた指摘をもとに、生徒た

ちの研究指導に活かしていきたいと思います。 



球陽 SSH 講座－物理－（2019.9.18.水） 

 

 

写真５：球陽 SSH講座の様子 

 

東京つくば研修説明会（2019.9.29.日） 

 

写真６：説明会の様子 

 

9月 18日に本校物理実験室にて球陽 SSH講座－物理

－を開催しました。講師には琉球大学理科学部から前

野昌弘氏にお越しいただきました。講座は「ブラック

ホールはどう見える？CGで見る一般相対性理論」とい

う内容でお話頂きました。 

一般相対性理論と言うと、何やら難しい計算式がた

くさん並んで難しく感じてしまうイメージを持たれが

ちですが、前野先生はそれを CGで可視化してイメージ

として一般相対性理論を解説してくださいました。ブ

ラックホールでは何が起こっているか？という質問に

は、生徒は皆興味深々で教室内でもたくさんの議論が

沸き起こっていました。生徒たちの感想の中には「先

生の『常識はあてにならない』という言葉が印象的で

した。諦めず問題としっかり向き合っていきたいと思

いました！」などがあり、生徒たちの興味関心や学び

に向かう態度を刺激する良い講座となりました。 

9 月 29 日に沖縄市民会館にて 11 月に計画されてい

る「東京つくば研修」の保護者向け説明会が開催され

ました。本校は理数科 2年の SS理数探究Ⅱの一環とし

て東京・つくばの高度研究施設や研究室訪問などを行

っています。多くの保護者に参加して頂き、東京つく

ば研修の準備が着々と進行しています。 


